
法

律

平成™œ年�月™˜日 金曜日 (号外第˜š˜号)官 報

（
海
上
運
送
法
の
特
例
）

第
十
九
条
の
三

指
定
地
方
公
共
団
体
が
、
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
国
際
戦
略
事
業
と
し
て
、

国
際
会
議
等
参
加
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
（
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
等
（
国

際
会
議
等
の
誘
致
の
促
進
及
び
開
催
の
円
滑
化
等
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第

七
十
九
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
国
際
会
議
等
を
い
う
。）に
参
加
す
る
者
の
運
送
を
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と

し
て
行
う
海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
四
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
（
そ
の
航
路
の
起
点
、
寄
港
地
及
び
終
点
が

当
該
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
内
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
旅
客
不
定
期
航
路
事
業
を
営
む
者
と
同
法
第
八

条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
者
と

の
間
に
不
当
な
競
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
に
限
る
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別

表
第
一
の
二
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認

定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
国
際
会
議
等
参
加
旅
客
不
定
期
航

路
事
業
を
営
む
者
に
つ
い
て
は
、同
法
第
二
十
一
条
の
二（
同
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
五
十
二
号

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
六
項
中
「
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
る
も
の
」
を

「
次
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
」
に
改
め
、「
及
び
次
項
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
を
削
り
、同
条
第
八
項
中「
専
門
ス
タ
ッ

フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
る
も
の
」
を
「
次
に
掲
げ
る
職
員
」
に
改
め
、
同

項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

五
十
五
歳
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
五
十
六
歳
以
上
の
年
齢
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も

の
）
を
超
え
る
職
員
（
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
二
級
又
は
三
級
で

あ
る
も
の
を
除
く
。）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
る
も
の

第
八
条
中
第
八
項
を
第
七
項
と
し
、
第
九
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
八
条
の
二
中
「
前
条
第
十
二
項
」
を
「
前
条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

２

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、「
及
び
第
七

項
」
を
削
り
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

３

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
表
第
八
条
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
の
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、

同
表
第
八
条
第
十
二
項
の
項
中
「
第
八
条
第
十
二
項
」
を
「
第
八
条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
表
第
八
条
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
の
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め

る
。

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
五
十
三
号

総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
及
び
第
二
条
第
四
項
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
十
九
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
四
節
第
一
款
中
第
二
十
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
国
有
財
産
法
の
特
例
）

第
十
九
条
の
二

指
定
地
方
公
共
団
体
が
、
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
国
際
戦
略
事
業
と
し
て
、

先
端
的
研
究
開
発
推
進
施
設
整
備
事
業
（
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
に
お
い
て
大
学
そ
の
他
の
研
究
機
関
と
連
携

し
て
先
端
的
な
研
究
開
発
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
を
整
備
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表

第
一
の
一
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定

を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
認
定
を
受
け
た
指
定
地
方
公
共
団
体

が
、
建
物
及
び
そ
の
附
帯
施
設
並
び
に
こ
れ
ら
の
敷
地
（
国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第

三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
普
通
財
産
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
建
物
等
」と
い
う
。）で
あ
っ

て
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
建
物
等
」
と
い
う
。）の
譲

渡
を
受
け
て
当
該
先
端
的
研
究
開
発
推
進
施
設
整
備
事
業
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
建
物

等
を
所
管
す
る
各
省
各
庁
の
長
（
同
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
を
い
う
。）は
、
同
法
第
二
十

八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
認
定
を
受
け
た
指
定
地
方
公
共
団
体
に
当
該
特
定
建
物
等
を
譲
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

当
該
建
物
等
の
売
却
に
つ
き
買
受
人
が
な
い
こ
と
、
又
は
売
却
し
て
も
買
受
人
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
。

二

当
該
建
物
及
び
そ
の
附
帯
施
設
の
解
体
並
び
に
当
該
解
体
に
伴
い
生
じ
た
廃
棄
物
の
撤
去
に
要
す
る
費
用
が

当
該
敷
地
の
価
格
（
当
該
建
物
及
び
そ
の
附
帯
施
設
が
存
し
な
い
も
の
と
し
て
類
地
の
時
価
を
考
慮
し
て
算
定

し
た
価
格
を
い
う
。）を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

三

当
該
建
物
等
の
価
格
（
時
価
に
よ
っ
て
算
定
し
た
価
格
を
い
う
。）に
比
し
、
そ
の
維
持
及
び
保
存
を
行
う
た

め
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
。

Ÿ
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